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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉
川場ビール4種セット
グランプリ

それぞれの個性が明確で、どれも⽇本⼈の嗜好に合っている

販路が「道の駅」に集中していて、情報発信が限定的に感じる

ヴァイツェンはフルーティーで、⾹りもまろやかで飲みやすい

武尊⼭の⾵景を⼊れたデザインもとても印象的で素晴らしい

IPAは圧倒的なコクと旨味、⾹りが素晴らしい
雪ほたかピルスナーは⾹りが良く、すっきりとした味わい
エールは苦味が⼼地よく、すっきりと飲みやすい

専任の広報担当が不在で、情報共有や発信が属⼈的に⾒える
県外の認知度はまだ発展途上であり今後の伸びしろがある
ネーミングがシンプルなので、サブタイトルがあると良い
⾊、ラベルなどの⽂字が⼩さく、中⾝の違いがわかりにくい
ビール通以外の⼈には、若⼲内容が分かりづらい
味の違いをより明確に伝える⼯夫があると更に印象が深まる

雪ほたか⽶を⽤いる⼯夫など、地域性と飲みやすさが両⽴

第94回（2025年12⽉）

4.4%

審査員全員が85点以上の評価を付けました。平均では、94％と⾼い
評価となっています。内訳として、「⾦賞」が29％、「グランプ
リ」が71％という分布となっていてどの項⽬も⾼い評価となってい
ます。その結果からも商品⾃体の魅⼒が強く感じられる事が証明さ
れ、今回「グランプリ」受賞となりました。グラフが⾼得点に寄っ
た理由として、性別や⽣まれ育った地域や環境による嗜好に影響を
受けることなく、成⼈の男⼥すべての⼈から飲んでみたいと思わせ
る内容、味のクオリティの⾼さが強い⽀持を得ています。また、ア
ンケートの結果からも８割弱の⼈がこの商品に「興味がある」と答
えている事を⾒ても当該商品の注⽬度は強みと⾔えます。

2.1%

6.5%

4.3%

6.5%
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⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

ヴァイツェン⽩濁した⾦⾊、エール濃い茶
⾊、ピルスナー澄んだ⻩⾦⾊、IPA濃い銅⾊

⾷欲を増進させ、また飲み⼼地の
良さを感じさせる様な彩り

ほぼ⾦⾊、茶系の⾷欲がそそられ
る⾊合い

箱（４種の瓶）、横29㎝、縦25.5
㎝、⾼さ10㎝、重さ2.6㎏

⼟産や家庭⽤に重宝する、⼀瓶⼆
⼈で⼀杯分のサイズ

興味そして⾷欲がそそられる原料
の⾵味を強く感じさせる⾒た⽬

⽔と原料の⾵味の良さを強く感じ
させる⾒た⽬

味わい深く、それを強く感じさせ
る奥⾏きのある匂い

素材の良さによって⽣まれた膨ら
みのある旨さ

⾵味豊かな⾹りが⾷欲（酒欲）を
そそる感覚

原料のクオリティの⾼さがもたら
す充実感を感じる触り

商品のクオリティも⾼く、深みを
感じさせる

職⼈のこだわりと創意⼯夫によって造り出された独⽴性、創造性に重点を置くビールだと思います。⼤⼿メー
カーの⼤量⽣産ビールとは異なり多様な味わい（果物のような⾹りから濃厚な味わいまで）が感じられる地域
の⽂化や特産物を反映したユニークで個性的なビールです。そして、「川場ビール」というネーミング⾃体が
地名をストレートに出し、⽔の良さやご当地の本物感を即時に伝えるクラフトビールの個性を持っていると感
じました。⼀瞥しただけでも丁寧に作られている事が伝わってきて「興味」および「⾷欲」がそそられ、シン
プルながら魅⼒を感じる良質な商品だと思いました。外装（化粧箱）は、⽴⽅体（横約29㎝、縦約25.5㎝、⾼
さ10㎝）で４本⼊り、重さ2.6㎏、個体は330㎖、⾼さ21㎝、⼝2.5㎝、底6㎝の典型的なビール瓶です。⽔と
素材のクオリティの⾼さがもたらす匂いの中に、膨らみのある美味しさを感じました。当該商品に飲む前から
好感を持ち、ワクワク感や楽しみが更に増して、「早く当該商品を飲みたい」そんな思いに⼼が躍りました。
⾷前にそんな気持ちにさせてくれる逸品です。将来的に更に期待できる商品だと思います。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評

ー 4 ー

酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

酸味は殆ど無く⽇本⼈として親し
みやすい良質な⼼地良さを感じる

苦味が全体の味を引き締めている

さっぱりとしながらも丸みを感じ
させる程よく包み込む様な旨み
ほんのりとした円やかな優しい⽢
さ
苦味、⽢味との円やかな味わい、
⾓の取れた塩味

質の良さを感じる、安⼼できる要
素が詰まった味

癒される様な原料の⾹りが⼝の中
で⽴ち上がる

⼀⼝⽬から感じられるシャープな
味わいが⼼地良く感じる

後味もさっぱりと爽やかで⼼地良
さが感じられる
味に深みを感じるしっとりとした
後を引く滑らかな喉触りの良さ
ミネラル豊富な地元⽔と⾹り豊か
な原料に若⼲の粘性も感じられる
飲み応えも良く⻭触りの⼼地良い
⾷感

基本五味の絶妙なハーモニーを感
じる

特徴が⽣かされた飲み応えの良さ
を感じる

「川場」という地名を前⾯に出したネーミングが清涼感と信頼感を与え、武尊⼭の⽔源イメージと結びついて
います。ラベルも⾃然と調和するシンプルなデザインで、ギフトにも馴染む落ち着いた印象です。⼝にした瞬
間、フルーツフレーバーが⼊っていると錯覚するぐらい爽やかでフルーティな味わいで、⽔が良いからかコク
と飲みごたえがあり、⾷事の時だけで無く、このビールだけを飲むシーンがあっても良いと思いました。
ヴァイツェンは栓を開けた時の⾹りがとても良く、グラスに注いだ時の深い琥珀⾊がとても魅惑的、雪ほたか
ピルスナーは円やかで苦味も軽く、喉ごしが爽やか、エールは適度な苦味と⽢み、アロマのバランスが丁度良
く、IPAは、苦味旨み⾹りのバランスが良く更に飲みたくなるビールとそれぞれを感じました。その苦味、旨味、
⽢味、塩味などの絶妙なハーモニーが五感を刺激して「美味しさ」へと導きます。今後、ターゲット層への当
該商品内容の周知強化及びお薦めの飲み⽅などのバリエーションを増やしていく事で、更に購買層の安定拡⼤
が⾒込めると考えます。当該商品は、差別化がし易い、充実した内容の商品です。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

⼤⼿メーカーの⼤量⽣産ビールとは異なり多様な味わい（果物
のような⾹りから濃厚な味わい）が楽しめ、後を引きます

必ずしも地域性に限定されませんが、特定の地域に根ざした
ビールでもあり、その地域の⽂化や特産物（雪ほたか）が反映
されています。

成⼈してからずっと飲んできた好みの種類の酒で、安⼼感及び興
味を感じます。安定した美味しさや親しみを感じさせてくれる味
です。

地元⽔（ミネラル豊富）を使⽤、コクもあり飲み応えも良く、
⾷事の時のみならず、当該商品だけを飲むシーンがあっても
良いと考えます。総じて苦味・⽢味・旨味のバランスが良く、
⽣活に潤いを齎す逸品だと感じました。

五味 評点
酸味 2
苦味 4
うま味 5
⽢味 2
塩味 2

五感 評点
視覚 4
聴覚 4
触覚 3
味覚 5
嗅覚 3

広義の味 評点
癖になる味 4
旨みのある味 5
⾃然で素朴な味 3
深みのある味 3
⾼品質な味 3
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

地元武尊⼭の清らかな⽔を使い、フルーツフレーバーが⼊っていると錯覚するぐらい爽やかでフルーティな
味わい。コクもあり、飲みごたえがあり、⾷事時にも、最適だがこの⼀本だけを飲むシーンがあっても良い
くらいの⼀品で、当該商品4種は完成度が⾼いため、飲み易く、それぞれの商品が強みを活かして訴求出来て
いると感じました。道の駅内のブリュワリーで⼀貫醸造された味わいは透明感があり、ホップと⻨芽の⾹り
が繊細に調和しています。副原料に雪ほたか⽶を⽤いる⼯夫が、地域性と飲みやすさを両⽴させています。

⾷の多様化の中、ネットではなくリアルな現場で⾜固めをしている点は、遅速ながらも確実性が⾼いと考えま
す。⽇本のクラフトビールをおしゃれに表現されています。JFS-B認証を取得し、HACCP制度化対応・品質安
全マネジメントを明⽂化した運⽤体制を確⽴している点は、クラフトビールとして⾮常に⾼い信頼性を得てい
ます。総じて、⼩規模企業ながらも国際基準に準じた体制を整えた、少⼈数でも安全管理意識が⾼く、持続的
な製造と供給の安定性が強く感じられます。今後は、産地選定の根拠やその背景の説明も欲しいです。

クラフトビールの中でも地域の特⾊がしつかりと現れた、⾮常に⾼品質な商品だと感じます。当該商品は道
の駅のみでの販売との事で、その地域に⾏かないと購⼊できないという特別感もあり、更に興味がそそられ
ます。道の駅という“観光×体験”の現場から⽣まれた商品であり、その⼟地の⽔・⽂化・⾃然を味わうクラ
フトビールという明確なストーリー性が購買意欲を刺激すると考えます。地元⾷材とのコラボも有効です。
そして、今後、⾞などでの当該地域への訪問客⽤に、ノンアルコールビール商品などもご考慮頂きたいです。

「川場」という地名を前⾯に出したネーミングが清涼感と信頼感を与え、⽔源のイメージと結びついています。
ラベルも⾃然と調和するシンプルなデザインで、その⼭脈をイメージさせる⽩を基調としたラベルに⾼級感を感
じます。種類ごとにラベルの⾊を変えているのも、素晴らしいです。ギフトにも馴染む落ち着いた印象で好感が
持てます。今後、その落ち着いた世界観を崩さずに、「⾊・⾹り・味わい」の⽅向性がひと⽬で伝わる味を表す
⼩アイコン・⾊帯・⼀⾔フレーズなどを添えると、選び易さ・伝わり易さが⼤きく向上するのではと考えます。

「川場⽥園プラザ」として、ブランディングが確⽴しており、「飲む⾃然」「地産地消」という明快なブラ
ンド軸が確⽴され、施設内の他商品と連動した物語性が強みです。何度訪れても新鮮な発⾒があるという体
験型ブランディングが、地域ブランドの理想形を⽰しています。ただ、ビールブランドとしてのポジション
がやや不明確なので、今後、当該地での現場接客の強さを活かしつつ、顧客体験・声・データを継続収集・
活⽤する仕組みを強化する事により、更なる商品の深掘りや開発などPR戦略が更に向上されると考えます。

保存料・着⾊料を使わず、JFS-B認証の管理体制下で製造される安⼼感があります。また、トレーサビリティも
確保されており、副原料に地元産⽶を使うなど安全性と地域性の両⽴が図られています。ただ、農薬検査や放射
性物質検査が未実施のため、安全性の証明が限定的な事が気になります。地元農産物使⽤を訴求する際は、検査
体制を補強し情報を公開することで、消費者への信頼も強められます。そして、当該商品は⽔質の良さがセール
スポイントですので、それを例えば数値化するなどしてアピールできると更に信頼度が増すと考えます。
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97%

92%

92%

89%

90%

95%

全要因において、89％以上（平均約92.5％）という⾼得点でバラン
スの良い結果となっています。味や⾹りなど五感からなる商品⾃体
の魅⼒を表す『内部的要因』は、味覚や⾷感などで魅⼒を感じるも
のとして97％と⾮常に⾼い評価となりました。ネーミングやパッ
ケージから構成される『外部的要因』についても92％、市場、トレ
ンドから構成される『市場要因』については消費者のニーズに充分
に応えられる商品であるとの認識で92％となっています。そして
『マネジメント・PR要因』については、今後の宣伝、販売活動の更
なる強化などにより市場を⼤きく拡げられる可能性を持つ事への期
待度が⾼く89％の評価となりました。また、『ブランディング要
因』も、独⾃性の⾼い訴求ポイントを有する商品として同様に90％
の評価を獲得、『素材・安全性・その他』については、商品のこだ
わりが⼗分に理解され95％との⾼い評価となりました。

⼤⼿メーカーの⼤量⽣産ビールとは異なり、当該企業では、果物のような⾹りの⼀品から濃厚な味わいの
ものまで多様でユニークで個性的なビールが、職⼈のこだわりと創意⼯夫によって造り出されています。そ
のシンプルなネーミングとパッケージそして海外販売を意識した英語だけの表記は好ましく感じました。
そして、「川場」という地名を前⾯に出したネーミングが清涼感と信頼感を与え、武尊⼭の⽔源イメージと
結びついています。ラベルも⾃然と調和するシンプルなデザインで、ギフトにも馴染む落ち着いた印象です。
ご当地の⽔をフィーチャーした「飲む⾃然」を訴求している点、そして、⻨芽かすの再利⽤もきちんと設計
されている点も⾮常に素晴らしいです。ただ、そんな当該商品「川場ビール４種セット」にも、未だ少し改
善の余地があるとも考えます。消費者の視点から気になったのは、先ずは武尊⼭の⽔をもっとアピールされ
ても良いのではと思いました。そして、ビールに精通している⼈以外には、若⼲内容が分かりづらいです。
そして、何故、この４つの組み合わせがセットにされたかについては、そのストーリーがあると理解が深ま
ると思います。また、瓶の⽂字が⼩さく、中⾝の違いが分かりにくい点も改善の余地があります。総じて、
落ち着いた世界観を崩さずに、「⾊・⾹り・味わい」の⽅向性がひと⽬で伝わる味を表す⼩アイコン・⾊
帯・⼀⾔フレーズなどを添えると、選びやすさ・伝わりやすさが⼤きく向上すると考えます。ご検討頂けれ
ば幸いです。最後に当該商品「川場ビール4種セット」の「開発エピソード」や「⽣産までの苦労話」を商
品ストーリーとして、消費者に発信する事により、更に価値を⾼め差別化を可能とします。「どんな⼈が
作っているのか知りたい」など消費者の想像⼒を刺激させ「消費者が共感できるポイント」を確⽴する事が
更なる知名度アップ及び販売拡⼤への重要なカギとなります。当該商品「川場ビール4種セット」は、それ
⾃体、完成度が⾮常に⾼い商品です。これからも商品の持つ可能性の更なる向上を期待しています。
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